
２
０
１
７
年
４
月
に
、
Ｉ
Ｆ
Ｉ
Ａ
Ｒ（
監
査
監
督

機
関
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
）の
常
設
事
務
局
が
東
京
に

開
設
さ
れ
る
。
金
融
分
野
の
国
際
機
関
は
欧
米
に
本

部
を
置
く
も
の
が
多
い
が
（
注
１
）
、
Ｉ
Ｆ
Ｉ
Ａ
Ｒ
は
わ
が
国

に
本
部
を
置
く
初
の
金
融
関
係
国
際
機
関
と
な
る
も

の
で
あ
り
、
画
期
的
な
出
来
事
と
い
え
る
。
Ｉ
Ｆ
Ｉ

Ａ
Ｒ
常
設
事
務
局
の
誘
致
に
あ
た
っ
て
は
、
経
団
連

を
は
じ
め
と
す
る
民
間
経
済
団
体
や
監
査
関
係
団
体

等
か
ら
支
持
声
明
を
い
た
だ
い
た
。
経
団
連
の
協
力

に
あ
ら
た
め
て
感
謝
し
た
い
。

Ｉ
Ｆ
Ｉ
Ａ
Ｒ
に
つ
い
て
は
、
２
０
１
６
年
６
月
に

閣
議
決
定
さ
れ
た
「
日
本
再
興
戦
略
２
０
１
６
」
に

お
い
て
「
我
が
国
の
国
際
的
な
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
、

ま
た
東
京
の
国
際
金
融
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
地
位
を

向
上
さ
せ
る
観
点
か
ら
、
今
般
東
京
に
常
設
事
務
局

を
設
置
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
Ｉ
Ｆ
Ｉ
Ａ
Ｒ（
監
査

監
督
機
関
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
）に
つ
い
て
、
来
年
４

月
の
事
務
局
開
設
及
び
そ
の
後
の
円
滑
な
運
営
に
向

け
、
必
要
な
支
援
を
行
う
」
旨
、
記
載
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
あ
ら
た
め
て
Ｉ
Ｆ
Ｉ
Ａ
Ｒ
の
概
要
と
、

そ
の
常
設
事
務
局
が
東
京
に
設
置
さ
れ
る
意
義
に
つ

い
て
説
明
し
た
い
。

活
力
あ
る
資
本
市
場
の
実
現
と

監
査
の
質
の
向
上
を

経
済
の
健
全
な
発
展
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
広

く
投
資
家
が
参
加
す
る
資
本
市
場
の
公
正
性
へ
の
信

頼
、
な
か
で
も
上
場
企
業
の
開
示
に
対
す
る
信
頼
を

確
保
す
る
質
の
高
い
監
査
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ

と
は
、
国
際
的
に
一
致
し
た
認
識
と
い
え
る
。
２
０

０
０
年
代
初
頭
、
エ
ン
ロ
ン
社
等
に
よ
る
不
正
会
計

事
件
を
契
機
と
し
て
、
各
国
で
は
、
開
示
に
対
す
る

信
頼
を
確
保
す
る
た
め
監
査
監
督
当
局
の
設
立
が
進

め
ら
れ
た
。
わ
が
国
で
も
２
０
０
４
年
に
公
認
会
計

士
・
監
査
審
査
会
が
創
設
さ
れ
て
い
る
。

Ｉ
Ｆ
Ｉ
Ａ
Ｒ
は
、
こ
れ
ら
各
国
の
監
査
監
督
当
局

に
よ
り
構
成
さ
れ
る
国
際
機
関
で
あ
り
、
公
認
会
計

士
や
監
査
法
人
が
実
施
す
る
監
査
の
国
際
的
な
質
の

向
上
を
通
じ
た
公
共
の
利
益
と
投
資
家
保
護
の
拡
大

を
目
的
と
し
て
２
０
０
６
年
に
設
立
さ
れ
た
。
金
融

庁
お
よ
び
公
認
会
計
士
・
監
査
審
査
会
は
Ｉ
Ｆ
Ｉ
Ａ

Ｒ
創
設
時
か
ら
の
加
盟
当
局
で
あ
り
、
２
０
０
７
年

の
第
１
回
Ｉ
Ｆ
Ｉ
Ａ
Ｒ
本
会
合
を
東
京
で
開
催
す
る

な
ど
、
当
初
か
ら
積
極
的
に
関
与
し
て
い
る
。

Ｉ
Ｆ
Ｉ
Ａ
Ｒ
は
発
足
１０
年
と
い
う
比
較
的
若
い
国

佐
々
木
清
隆

さ
さ
き

き
よ
た
か

監
査
監
督
機
関
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
常
設
事
務
局

開
設
の
意
義

―
―

わ
が
国
初
と
な
る
金
融
関
係
国
際
機
関
の
本
部
設
置

金
融
庁
Ｉ
Ｆ
Ｉ
Ａ
Ｒ
常
設
事
務
局
設
立
準
備
本
部
長
兼
証
券
取
引
等
監
視
委
員
会
事
務
局
長

（注１）例えば、IMFや世界銀行は米国に本部を置いている。また、FSB（金融安定理事会）
およびBCBS（バーゼル銀行監督委員会）はスイス、IOSCO（証券監督者国際機構）はスペイ
ン、IASB（国際会計基準審議会）を傘下に置くIFRS財団は英国に本部を置いている 362017・1



際
機
関
で
あ
る
が
、
経
済
の
国
際
化
の
急
速
な
進
展

に
伴
う
多
国
籍
企
業
監
査
や
監
査
法
人
の
国
際
的
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
へ
の
対
応
、
金
融
危
機
後
の
他
の

金
融
関
係
国
際
機
関
と
の
関
係
強
化
と
い
っ
た
新
た

な
課
題
を
背
景
に
、
そ
の
活
動
は
急
速
に
拡
大
し
て

い
る
。
ま
た
、
監
査
監
督
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
反

映
し
、
加
盟
当
局
も
発
足
当
初
の
１８
カ
国
か
ら
５２
カ

国
・
地
域
へ
と
約
３
倍
に
増
加
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
議
長
国
・
副
議
長
国
が
持

ち
回
り
で
担
っ
て
い
た
事
務
局
機
能
の
強
化
が
課
題

と
な
り
、
２
０
１
４
年
に
常
設
事
務
局
設
立
の
方
針

が
決
定
さ
れ
た
。

金
融
庁
お
よ
び
公
認
会
計
士
・
監
査
審
査
会
に
お

い
て
は
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
監
査
の
質
の
向
上
に
さ
ら
に

積
極
的
に
貢
献
す
る
観
点
か
ら
常
設
事
務
局
設
立
の

方
針
を
支
持
す
る
と
と
も
に
、そ
の
東
京
設
置
を
提
案

し
た
。複
数
の
競
合
国
が
あ
っ
た
が
、政
府
一
丸
と
な

っ
た
誘
致
活
動
に
加
え
、
各
団
体
の
支
持
表
明
も
あ

っ
て
、
２
０
１
７
年
４
月
に
常
設
事
務
局
を
東
京
に

設
立
す
る
こ
と
が
２
０
１
６
年
４
月
に
決
定
さ
れ
た
。

監
査
は
金
融
資
本
市
場
の
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
で
あ

り
、
市
場
参
加
者
へ
の
適
切
な
情
報
提
供
の
み
な
ら

ず
、
企
業
自
身
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
改

善
と
い
う
観
点
か
ら
も
重
要
で
あ
る
。
監
査
の
質
の

向
上
と
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ

ン
ス
の
改
善
は
、
資
本
市
場
の
公
正
性
・
透
明
性
の

確
保
を
通
じ
た
活
力
あ
る
資
本
市
場
の
実
現
と
と
も

に
、
資
本
市
場
を
通
じ
た
国
民
の
安
定
的
な
資
産
形

成
と
い
う
観
点
か
ら
も
欠
か
せ
な
い
。
近
年
、
上
場

企
業
に
よ
る
財
務
報
告
や
監
査
法
人
監
査
の
問
題
が

注
目
さ
れ
て
い
る
な
か
、
監
査
の
質
の
向
上
は
わ
が

国
に
お
い
て
も
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
い
え
る
。

日
本
の
監
査
の
質
の
さ
ら
な
る
向
上
を

Ｉ
Ｆ
Ｉ
Ａ
Ｒ
常
設
事
務
局
の
東
京
設
置
に
伴
い
、

今
後
、
関
連
会
合
の
開
催
な
ど
で
監
査
監
督
当
局
や

監
査
法
人
そ
の
他
監
査
に
関
連
す
る
世
界
中
の
人
材

の
日
本
へ
の
往
来
が
増
え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
機
会
を
と
ら
え
て
、
企
業
サ
イ
ド
を
含
め

た
監
査
に
関
連
す
る
国
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
や
専

門
家
が
Ｉ
Ｆ
Ｉ
Ａ
Ｒ
と
建
設
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
Ｉ
Ｆ
Ｉ
Ａ
Ｒ

に
と
っ
て
有
益
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
監
査
に
関
す

る
国
際
的
な
課
題
や
最
先
端
の
議
論
に
対
す
る
国
内

の
認
識
を
深
め
、
日
本
の
監
査
の
質
の
さ
ら
な
る
向

上
に
も
資
す
る
と
考
え
る
。

こ
の
た
め
、
金
融
庁
で
は
経
団
連
を
は
じ
め
さ
ま

ざ
ま
な
団
体
に
呼
び
か
け
、
わ
が
国
に
お
け
る
Ｉ
Ｆ

Ｉ
Ａ
Ｒ
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
等
を
目
的
と

し
た
「
日
本
Ｉ
Ｆ
Ｉ
Ａ
Ｒ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
２
０

１
６
年
１２
月
７
日
に
立
ち
上
げ
た
。
本
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
は
経
団
連
を
含
む
民
間
経
済
団
体
や
監
査
関
係

団
体
等
２０
団
体
に
加
え
、
東
京
都
が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

と
し
て
参
加
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
監
査
に
関
連
す

る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
対
話
は
Ｉ
Ｆ
Ｉ
Ａ
Ｒ
も

重
要
視
し
て
お
り
（
注
２
）
、
本
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
Ｉ
Ｆ
Ｉ
Ａ

Ｒ
と
国
内
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
双
方
に
と
っ
て

ウ
ィ
ン
・
ウ
ィ
ン
の
関
係
構
築
に
つ
な
が
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

２
０
１
７
年
４
月
に
は
常
設
事
務
局
設
立
と
と
も

に
Ｉ
Ｆ
Ｉ
Ａ
Ｒ
本
会
合
が
東
京
で
開
催
さ
れ
る
。
こ

れ
を
契
機
に
、
国
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
に
お
け
る

監
査
に
対
す
る
意
識
の
向
上
、
監
査
の
質
の
向
上
に

向
け
た
取
り
組
み
の
進
展
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、

金
融
庁
と
し
て
も
グ
ロ
ー
バ
ル
な
監
査
品
質
の
向
上

に
よ
り
積
極
的
に
貢
献
し
て
ま
い
り
た
い
。

（注２）IFIARにおいても、グローバルな監査法人グループとの議論、上場企業の監査委員会
や投資家等との意見交換を行っている。また、２０１６年４月、監査に関連する主体とのさらなる
対話を継続的に行うため、外部有識者からなるアドバイザリー・グループを立ち上げている

図表 IFIAR（監査監督機関国際フォーラム）の概要
（IFIAR：International Forum of Independent Audit Regulators）

加盟当局の地域構成

欧州
31

北米
3

南米
1

アジア
10

アフリカ
4

中東
3

■ 設立年 ：２００６年９月

■ 加盟メンバー：５２カ国・地域
（注）日本からは金融庁および公認会計士・監査審査

会が加盟

■ 事務局 ：２０１７年４月、東京に常設事務局を
開設予定

（注）現在は、議長、副議長（任期２年）の当局による
持ち回り

■ 主な目的
� 監査事務所の検査に焦点を当て、監査市場の
環境に関する知識や監査監督活動の実務的な経
験を共有
� 監督活動における協力および整合性を促進
� 監査の品質に関心を有する他の政策立案者や
組織との対話の主導

デフレ脱却・経済再生に向けた道筋を探る
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